
3We learn 2015.2

　昨年多くの女性たちを魅了した映画に「アナと雪の女王」があります。ここで
はお姫様はどう描かれていたでしょうか。お姫様が2人登場するダブルヒロイン
のキャスティング。そして王子様は登場しますが、女王の地位を利用するダメ王
子。白馬にのった素敵な王子様は登場しません。最後にハッピーエンドの結婚式
──、これもないですね。お姫様の描き方も変わりました。そもそも原題は「アナ
と雪の女王」というお姫様の名前ではなく、「FROZEN」なのです。エルサがもっ
ている“凍らせる”という偉大な力。エルサを悩ませたこの力を“ありのままの
自分”として、冬の国ではなく夏の国を作ることを引き出したのは、妹のアナで
した。自分の力を肯定してくれるもう一人の女性の存在が重要です。王子様に救
われるのではなく、一人の女性が生きることと、もう一人の女性とのつながりを
見事に見せてくれました。
　このように、時代と女性像の変化を授業で読み解いていたとき、女子学生がこ
の後のアナは「お姫様の生活じゃなく、やっぱ、起業するとかビジネスをはじめ
ますよね！」と言い出しました。うーん、なるほど、そう読んだか。
　現在、特に女子大学では、女子大学生がどのように社会とつながり生きるか、
その道を探り・つながる力を長期にわたりエンパワーメントすることが大きな課
題となっています。生きることのなかに、仕事が1回の就職で終わるのではなく、
さまざまな状況で多様な形で必ず入ってきます。だからそのつながりをとらえる
「キャリア」という言葉が必要になっているのです。大学のキャリアモデル報告
会で登壇された、大企業就職から一人起業で会社を作ったアラフォーのAさん、
1つの企業でキャリアアップし女性初の立場にたつ30歳代半ばの Bさん、学生時
代 NPO で活動し企業就職活動もおこなったがやはり NPO に就職した20歳代の
Cさん、企業に勤めながら NPO で長年活動する複合キャリアの50歳代 Dさん。
社会や仕事とつながるこんな素晴らしい女性たちのキャリアの語りを、若い女性
たちにもっと伝えましょう。“少しも寒くないわ！”
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